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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

普
連
土
学
園
前
校
長
　
浜
野
　
能
男

目次
総会
新任幹事紹介
浜野先生と行こう！ 
　今の普連土学園へ！
校長室の窓から
谷田貝先生を偲んで

暖
か
さ
の
あ
る
学
校
」
と
保
護
者
の
方

が
お
っ
し
ゃ
る
の
を
今
ま
で
何
度
と
な

く
耳
に
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
そ
れ
が

な
ぜ
な
の
か
、
ど
う
し
て
な
の
か
言
葉

で
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、「
人
を
大

切
に
思
い
、
な
す
べ
き
こ
と
を
誠
実
に
、

正
直
に
行
う
。」
と
い
う
人
間
の
基
本

が
、
変
わ
ら
ず
丁
寧
に
毎
日
の
生
活
で

守
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
根
本
な

の
で
し
ょ
う
。

自
分
の
生
涯
の
仕
事
と
し
て
、
こ
の

学
園
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
何
よ
り
幸
せ
で
あ
っ
た
こ
と
と
心

か
ら
思
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
な
が
ら
多
少

な
り
と
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
よ
り

よ
い
授
業
を
目
指
し
て
努
力
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
3
月
、
41
年
間
の
専
任
教
員

と
し
て
の
職
務
を
終
え
、
4
月
か
ら
は

非
常
勤
講
師
と
し
て
引
き
続
き
英
語
の

授
業
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

2
月
に
元
学
園
教
頭
、
谷
田
貝
常
夫

先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
勤

務
当
初
よ
り
、
先
生
に
は
一
方
な
ら
ぬ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
変
わ

ら
ぬ
学
問
へ
の
真
摯
な
姿
勢
、
学
園
の

様
々
な
課
題
へ
の
建
設
的
な
取
り
組
み
、

そ
し
て
常
に
労
を
い
と
わ
ぬ
生
徒
へ
の

指
導
な
ど
、
私
が
生
涯
の
範
と
す
る
先

生
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

谷
田
貝
先
生
を
は
じ
め
、
与
え
ら
れ

た
仕
事
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
、
人

へ
の
思
い
や
り
、
奉
仕
の
尊
さ
な
ど
、

人
が
生
き
て
い
く
上
で
の
基
盤
に
な
る

こ
と
を
、
言
葉
で
は
な
く
そ
の
毎
日
の

生
き
方
か
ら
教
え
ら
れ
た
学
園
に
か
か

わ
る
数
々
の
方
々
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
自
ら
に
つ
い
て
は
思

い
出
さ
れ
る
の
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
毎
日
の
礼
拝
、

授
業
、
大
掃
除
、
学
園
祭
、
か
つ
て
は

校
内
で
実
施
し
て
い
た
運
動
会
、
真
夏

の
関
西
へ
の
修
学
旅
行
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
、
卒
業
式
な
ど
、
学
園
の
生
活

を
思
い
出
す
ご
と
に
、
胸
が
静
か
な
暖

か
い
思
い
で
満
た
さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。

普
連
土
学
園
を
「
言
葉
で
は
表
せ
な
い

1986年ごろ剣道部の顧問でした

長い間お疲れ様でした
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総
会
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
方

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
畠
中
理
事

長
と
青
木
校
長
か
ら
は
今
年
も
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

挨
拶 

理
事
長
　
畠
中
ル
イ
ザ

今
年
も
み
な
さ
ん
に
直
接
お
会
い
で

き
ず
と
て
も
残
念
で
す
が
、
こ
の
機
会

に
皆
さ
ん
に
感
謝
の
言
葉
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

卒
業
生
が
こ
の
学
園
を
支
え
て
下
さ
っ

て
い
る
こ
と
は
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
も
か
か
わ
ら
ず
約

20
ヵ
国
の
大
学
生
・
大
学
院
生
が
高
校

1
年
生
と
約
1
週
間
英
語
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
費
用
の

一
部
に
「
種
ま
き
フ
ァ
ン
ド
」
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
校
友
会

報
に
書
い
た
よ
う
に
今
年
か
ら
中
学
校

舎
の
修
理
に
も
使
う
こ
と
を
「
種
ま
き

フ
ァ
ン
ド
」
の
目
的
の
一
つ
に
さ
せ
て

も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で

中
学
校
舎
は
54
歳
で
す
。
私
よ
り
は
ま

だ
ま
だ
若
い
で
す
が
私
と
同
じ
よ
う
に

あ
ち
こ
ち
脆
い
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い

ま
す
の
で
修
理
が
必
要
で
す
。
卒
業
生

の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
事
報
告 

校
長
　
青
木
　
直
人

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

こ
の
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
を
感
じ
さ
せ

な
い
ほ
ど
生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
雰

囲
気
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

よ
う
や
く
社
会
に
対
す
る
免
疫
が
で
き

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
対
面

で
ど
ん
ど
ん
活
動
し
た
い
と
い
う
思
い

が
一
気
に
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
に
中
学
１
年
生
は
学
園
に
来
ら
れ
る

の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
と
い
う
毎

日
を
過
ご
し
て
お
り
、
そ
れ
が
影
響
し

た
の
か
他
の
学
年
も
と
て
も
明
る
い
雰

囲
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
い
け
ば
よ
い
の

で
す
が
、
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

生
徒
の
活
動
を
で
き
る
だ
け
制
限
せ
ず

に
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
後
援
会
や
校
友
会
の
活
動
に
は

制
限
を
加
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

礼
　
拝 

　
会
長 

　
松
浦
　
栄
子

讃
美
歌　

5
1
7
番

	

（
1
番
・
3
番
）

聖　

書　

　
　
「
ロ
ー
マ
の
信
徒

 

へ
の
手
紙
」

 

第
10
章
8
節

事
務
会
議
事

 

司
会
　
副
会
長
　
浅
見
　
裕
子

2
0
2
1
年
度
年
次
報
告

副
会
長
　
浅
見
　
裕
子

・
総
会　
　

6
月
5
日

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
開
催

・
バ
ザ
ー　
　
　
　
　
　
　

開
催
中
止

・
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝　
　
　

開
催
中
止

・
出
版
「
会
報
」1
0
5
号
・
1
0
6
号

・
お
祝
い
贈
呈

4
月　

新
入
生　

校
章
入
り
タ
オ
ル

9
月　

傘
寿
祝
い　

絵
葉
書
セ
ッ
ト

3
月　

卒
業
生　

小
袱
紗

2
0
2
1
年
度
会
計
決
算
報
告

 

会
計
　
廣
田
　
雅
子

2
0
2
1
年
度
会
計
監
査
報
告

 
会
計
監
査
　
辻
　
あ
き
江

2
0
2
2
年
度
年
次
計
画

副
会
長 
　
浅
見
　
裕
子

・
総
会　

5
月
28
日

 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

・
ミ
ニ
バ
ザ
ー 

11
月
12
日
予
定

・
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝 

12
月
3
日

・
出
版 

「
会
報
」1
0
7
号
・
1
0
8
号

・
お
祝
い
贈
呈

4
月　

新
入
生
（
135
回
生
）

　
　
　

校
章
入
り
タ
オ
ル

9
月　

傘
寿
祝
い
（
67
回
生
）

　
　
　

絵
葉
書
セ
ッ
ト

3
月　

卒
業
生
（
130
回
生
）

　
　
　

小
袱
紗

2
0
2
2
年
度
会
計
予
算

会
計
　
廣
田
　
雅
子

役
員
改
選 

指
名
委
員
長  

冨
山
　
恵
子

（
新
任
）
書
記　

片
倉
三
絵
子　

91
回

（
新
任
）
監
事　

石
川　

文
子　

79
回

（
退
任
）
書
記　

押
尾　

雅
代　

96
回

（
退
任
）
監
事　

熊
澤
勢
以
子　

73
回

指
名
委
員
交
代
　
会
長
　
松
浦
　
栄
子

（
新
任
） 

校
篠　

和
子　

72
回

（
新
任
） 

斉
藤
知
恵
子　

85
回

（
新
任
） 

橋
本
美
佐
子　

87
回

（
新
任
） 

小
森　

玲
枝　

87
回

（
退
任
） 

兵
庫　
　

道　

69
回

（
退
任
） 

勝
田　

公
恵　

71
回

委
員
会
紹
介
　
　
会
長
　
松
浦
　
栄
子

同
好
会
紹
介
　
　
会
長
　
松
浦
　
栄
子

校
友
会
総
会

2022年度

校
友
会
総
会

2022年度

6
月
5
日
（
土
）

11
時
〜
11
時
50
分

　
　
　●

第
一
会
議
室
よ
り
配
信

5月28日（土）
11時～
●

第一会議室
●

出席者
45名

（内オンライン10名）
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　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目金　　額

25,575,478
1,000,000

215
26,575,693

20,480,847
2,000,000

172
22,481,019

14,186,744
240,000

14,426,744

金　　額

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

26,575,693
26,575,693

22,481,019
22,481,019

14,426,744
14,426,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

2021年度特別会計決算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

在校生会費収入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入 
クリスマス献金収入 
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計

高校生校友会費（370.3 名 ) 
校友生納入分(2,500円×2,090口, 2,000円×1口)

幹事会時献金　他 
クリスマス献金 

タオル、絵ハガキ代
預金利息

4,560,000
5,000,000

0
100,000

0
0
0

50
9,660,050

4,444,000
5,227,000

0
9,290

0
0

7,000
44

9,687,334

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリスマス礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
差引額（収入－支出）
前 年 度 繰 越 金
次 年 度 繰 越 金

総会ハガキ発送費 
幹事会お茶菓子代　他 
事務手当　他 
 
 
会報105号、106号他 
会報105号、106号他 
PC買替代金、事務用品　他 
 
 
電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード　他 
関西支部 
クリスマス献金 
女性の家ヘルプ、CFJ 
 
 
運営費の振込手数料　 
機器リース及び保守代 
PC液晶修理代　他 
 
 

50,000
50,000

1,200,000
100,000

0
2,300,000

900,000
500,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
60,000

300,000
650,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
500,000

11,600,000
△1,939,950

5,548,321
3,608,371

66,629
24,382

741,315
44,861

0
1,440,267

807,113
362,868
360,000
135,820
215,388
354,980
30,000
50,000

200,000
0
0

354,425
671,037
24,250

1,000,000
2,000,000

0
0

8,883,335
803,999

5,548,321
6,352,320

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考

普連土学園校友会2021年度収支決算書
（単位：円）

（2021年4月1日～2022年3月31日）
（単位：円）

会計監査の結果、適正であることをご報告いたします。
 2022年4月12日 監事　　辻　あ　き　江　　印
  監事　　熊　澤　勢以子　　印

■収入の部

普連土学園校友会2022年度予算書
（2022年４月１日～2023年3月31日）

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考
■支出の部

在 校 生 会 費 収 入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
クリスマス献金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計
前 年 度 繰 越 金

合　　　計

高校生校友会費 373名　   
校友生納入分　2,500円×　2,000口  
 
幹事会時献金　他

タオル・コピー・タックシール・施設使用料　他 
預金利息

4,476,000
5,000,000

200,000
50,000

0
0
0

50
9,726,050
6,352,320

16,078,370

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング 費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリ ス マ ス 礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
次 年 度 繰 越 金

合　　　計

会場設営費　他  
幹事会お茶菓子代　他  
事務手当　他  

会報107号・108号、幹事会・総会連絡費 　他 
会報107号・108号、総会案内　他  
事務用品　他  

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料
卒業祝、お悔やみ花カード金　他  
関西支部  
お花代、親睦会費用、講師謝礼　他  
女性の家ヘルプ、CFJ  
クリスマス献金  
 
運営費の振込手数料　他  
機器リース及び保守代  
 

100,000
100,000

1,200,000
150,000

0
2,000,000

900,000
200,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
110,000
400,000
700,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
450,000

11,300,000
4,778,370

16,078,370

科　　目 予算金額 備　　　　考
■収入の部

科　　目 予算金額 備　　　　考
■支出の部

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目 　

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

金　　額

26,575,693
1,000,000

150
27,575,843

22,481,019
2,000,000

100
24,481,119

14,426,744
240,000

14,666,744

金　　額

27,575,843
27,575,843

24,481,119
24,481,119

14,666,744
14,666,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

2022年度特別会計収支予算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目金　　額

25,575,478
1,000,000

215
26,575,693

20,480,847
2,000,000

172
22,481,019

14,186,744
240,000

14,426,744

金　　額

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

26,575,693
26,575,693

22,481,019
22,481,019

14,426,744
14,426,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

2021年度特別会計決算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

在校生会費収入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入 
クリスマス献金収入 
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計

高校生校友会費（370.3 名 ) 
校友生納入分(2,500円×2,090口, 2,000円×1口)

幹事会時献金　他 
クリスマス献金 

タオル、絵ハガキ代
預金利息

4,560,000
5,000,000

0
100,000

0
0
0

50
9,660,050

4,444,000
5,227,000

0
9,290

0
0

7,000
44

9,687,334

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリスマス礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
差引額（収入－支出）
前 年 度 繰 越 金
次 年 度 繰 越 金

総会ハガキ発送費 
幹事会お茶菓子代　他 
事務手当　他 
 
 
会報105号、106号他 
会報105号、106号他 
PC買替代金、事務用品　他 
 
 
電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード　他 
関西支部 
クリスマス献金 
女性の家ヘルプ、CFJ 
 
 
運営費の振込手数料　 
機器リース及び保守代 
PC液晶修理代　他 
 
 

50,000
50,000

1,200,000
100,000

0
2,300,000

900,000
500,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
60,000

300,000
650,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
500,000

11,600,000
△1,939,950

5,548,321
3,608,371

66,629
24,382

741,315
44,861

0
1,440,267

807,113
362,868
360,000
135,820
215,388
354,980
30,000
50,000

200,000
0
0

354,425
671,037
24,250

1,000,000
2,000,000

0
0

8,883,335
803,999

5,548,321
6,352,320

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考

普連土学園校友会2021年度収支決算書
（単位：円）

（2021年4月1日～2022年3月31日）
（単位：円）

会計監査の結果、適正であることをご報告いたします。
 2022年4月12日 監事　　辻　あ　き　江　　印
  監事　　熊　澤　勢以子　　印

■収入の部

普連土学園校友会2022年度予算書
（2022年４月１日～2023年3月31日）

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考
■支出の部

在 校 生 会 費 収 入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
クリスマス献金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計
前 年 度 繰 越 金

合　　　計

高校生校友会費 373名　   
校友生納入分　2,500円×　2,000口  
 
幹事会時献金　他

タオル・コピー・タックシール・施設使用料　他 
預金利息

4,476,000
5,000,000

200,000
50,000

0
0
0

50
9,726,050
6,352,320

16,078,370

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング 費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリ ス マ ス 礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教委員会への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
リ ー ス 料
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
次 年 度 繰 越 金

合　　　計

会場設営費　他  
幹事会お茶菓子代　他  
事務手当　他  

会報107号・108号、幹事会・総会連絡費 　他 
会報107号・108号、総会案内　他  
事務用品　他  

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料
卒業祝、お悔やみ花カード金　他  
関西支部  
お花代、親睦会費用、講師謝礼　他  
女性の家ヘルプ、CFJ  
クリスマス献金  
 
運営費の振込手数料　他  
機器リース及び保守代  
 

100,000
100,000

1,200,000
150,000

0
2,000,000

900,000
200,000
360,000
400,000
300,000
500,000
60,000

150,000
200,000

0
110,000
400,000
700,000
20,000

1,000,000
2,000,000

0
450,000

11,300,000
4,778,370

16,078,370

科　　目 予算金額 備　　　　考
■収入の部

科　　目 予算金額 備　　　　考
■支出の部

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目 　

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

金　　額

26,575,693
1,000,000

150
27,575,843

22,481,019
2,000,000

100
24,481,119

14,426,744
240,000

14,666,744

金　　額

27,575,843
27,575,843

24,481,119
24,481,119

14,666,744
14,666,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

2022年度特別会計収支予算書
（2022年4月1日～2023年3月31日）

普
連
土
学
園
で
の
学
び
が
、

大
学
生
活
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
と
日
々
感
じ
ま
す
。
皆

様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
尽

力
い
た
し
ま
す
。

	

（
青
島 

果
南
）

校
友
会
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

	

（
伊
藤 

理
子
）

普
連
土
の
た
め
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。	

（
佐
々
木 

麻
衣
）

129
回
生
の
幹
事
と
し
て
普
連

土
学
園
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
精
一
杯
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

（
友
廣 

優
華
）

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
だ
ま
だ
活
動

に
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
沢

山
お
世
話
に
な
っ
た
普
連
土

学
園
に
少
し
で
も
恩
返
し
で

き
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。	

（
濱
田 

悠
里
）

校
友
会
幹
事
と
し
て
、
卒
業

後
も
学
園
に
関
わ
れ
る
こ
と

を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

	

（
樋
口 

あ
ん
奈
）

129
 回生
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❸

❶

❷⓭

❹

❿
⓬⓫

このたび定年という節目を迎えられた浜野能男
先生が、特別に校友生のみなさんのために現在の
普連土学園の校舎を案内してくださいます（すべ
てのコメントは浜野先生によるものです。）

卒業以来学園を訪れたことがないみなさんには
在校時になかった建物を知っていただき、卒業し
てまだまもないみなさんにはあらためて校舎を懐
かしく思っていただければ…。

学園ツアー
は懐かしい正
門から始まり
ます。

❶中学校舎
普連土のシ

ンボル、この
校舎はもちろん健在。建築基準法の改正により建
て直したら同じものは建てられないそう。

❷無人売店
伝統の無人売店はあ

の棚のまま健在。これ
は普連土有る限り続く
ことでしょう。
※2022年3月より本校舎に移設。

❸渡り廊下
本校舎とは

こんな感じで
渡り廊下で空
中連結。

❹110周年記念館
講堂に隣接して

地下にあります。
敷地の地下はみな
建物。１学年収容
できる音楽室など
があります。

❺100周年記念館
　1980 年代にはまだなかった講堂の
上、100 周年記念館。１階が蔵書４万
冊ぐらいの図書館。２階はイングリッ
シュの先生の英語授業用のフロア「ラ
ンゲージセンター」

❻新渡戸稲造ホール
　（旧講堂）
　2006 年より現名称へ

⓭自動販売機
　パン、おにぎり、飲み
物の自販機。さらには
10 時までにネットで注
文すればお弁当が温かい
まま配達。お弁当を忘れ
た生徒に、走って担任が
おにぎりを買いに行っていたのがウソのよう。
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❻❺

❽
❼

❾

❼体育館
　体育館も
空調完備。

❿教室（本校舎）
　本校舎内の高１ホームルーム。
全教室プロジェクターがついて、
現在授業は Power Point で映写。
今の生徒は私の板書解読の苦労は
ありません。ただ、机といすは伝統を
守って木製です。

⓬静黙室（本校舎地下）
　本校舎地下の、フレンドの会堂の作りに倣った

「沈黙の礼拝専用の静黙室」。サウナと呼ぶ生徒あり。
　その静黙室の窓ですが、
見覚えがありますか？
　1980 年代頃の図書館の
窓を受け継いで使っています。

❾本校舎（旧第一特別校舎・小ホール）
　約 18 年前に建ったメインビルディングの本校舎。
左が “一特” 跡（注）、新たな理科や家庭科の実験実習
室。右は旧図書館跡に地下１階、地上４階で建てられ
た本校舎。高１・２のホームルーム、職員室と地下に

ローズホールがあり
ます。今は当たり前
か も し れ ま せ ん が、
1990 年 代 頃 ま で は
高 3 校舎にかろうじ
て冷房だったかな…。

❻新渡戸稲造ホール
　（旧講堂）
　2006 年より現名称へ

❽高3校舎（旧第二特別校舎）

⓫ローズホール
　2006 年に命名されました

　静黙室入口には、今はな
き山中湖寮の八角堂柱を移
設し説明を添えてあります。

一緒に写っているのは出
版委員です。柱の大きさ
がわかりますか？

（注）本校舎について「“一特”
跡」という表記がありますが、

【一特（第一特別校舎）】は
【二特（第二特別校舎）】が
できるまでは単に【特別校舎】
と呼ばれていました。1956 年
竣工。
右側は旧図書館跡で 1952 年

【講堂】として竣工。1963
年現在の新渡戸稲造ホール

（講堂）が出来たことにより
【図書館】となり 1991 年現
在の図書館が出来たことに
より【小ホール】となりま
した。
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2022.7.31

の
大
き
さ
を
も
痛
感
し
ま
す
。
教
育
の

あ
り
方
が
根
底
か
ら
変
わ
る
の
が
当
然

の
こ
と
の
よ
う
に
煽
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は

な
ん
だ
っ
た
の
か
。
ツ
ー
ル
が
変
わ
っ

て
も
、
学
び
の
本
質
が
変
わ
る
は
ず
も

な
い
の
に
。

小
林
秀
雄
は
『
考
え
る
ヒ
ン
ト
』
中

の
小
文「
お
月
見
」で
指
摘
し
ま
す
。「
意

識
的
な
も
の
の
考
え
方
が
変
っ
て
も
、

意
識
出
来
ぬ
も
の
の
感
じ
方
は
容
易
に

は
変
ら
な
い
。
い
っ
て
し
ま
え
ば
簡
単

な
事
の
よ
う
だ
が
、
年
齢
を
重
ね
て
み

て
、
私
に
は
、
や
っ
と
そ
の
事
が
合
点

出
来
た
よ
う
に
思
う
。
新
し
い
考
え
方

を
学
べ
ば
、
古
い
考
え
方
は
侮
蔑
で
き

る
、
古
い
感
じ
方
を
侮
蔑
す
れ
ば
、
新

し
い
感
じ
方
が
得
ら
れ
る
、
そ
れ
は
無

理
な
事
だ
、
感
傷
的
な
考
え
方
だ
、
と

や
っ
と
は
っ
き
り
合
点
で
き
た
」。
さ

ら
に
は
「
文
化
と
い
う
生
き
物
が
、
生

き
育
っ
て
行
く
深
い
理
由
の
う
ち
に
は
、

計
画
的
な
飛
躍
や
変
異
に
は
決
し
て
堪

え
ら
れ
な
い
何
か
が
在
る
に
違
い
な

い
」
と
断
じ
ま
す
。
教
育
こ
そ
社
会
構

築
の
第
一
歩
。

小
林
の
指
摘
が
し

き
り
に
想
起
さ
れ
る

こ
の
ご
ろ
で
す
。

新
入
生
1
3
3
名
を
迎
え
、
新
年
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。
2
ヶ
月
の
休
校
で

始
ま
っ
た
一
昨
年
、
緊
急
事
態
宣
言
下

で
あ
っ
た
昨
年
と
は
異
な
り
、
通
常
に

近
い
学
園
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

先
日
中
2
遠
足
・
高
3
修
養
会
出
発

前
の
様
子
を
見
た
中
1
生
徒
達
が
、
中

2
遠
足
を
話
題
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
体
育
祭
も
、
中
高
別
で
は
あ
り

ま
し
た
が
3
年
ぶ
り
に
東
京
武
道
館
で

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
3
・

高
2
修
学
旅
行
も
実
施
し
ま
す
。

通
常
の
学
園
生
活
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
学
園
生

活
を
守
っ
て
行
か
れ
る
よ
う
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
新
任
】

☆
常
勤
講
師 

社
会
科 

石
堂　

敬
介

 

音
楽
科 

脇
本
菜
々
花

 

英
語
科 

プ
リ
ヤ
ン
カ 

チ
ャ
ク
ラ
ボ
ル
テ
イ

☆
非
常
勤
講
師 

数
学
科 

粂　
　

輝
雄

 
数
学
科 

松
﨑　

洋
子

 
理　

科 

磯
貝　

沙
彩

 

技
術
家
庭
科 
阿
部
真
理
菜

 

英
語
科 

稲
垣　

智
子

☆
常
勤
職
員 

事
務
所 

大
場
か
お
り

 

事
務
所 

渡
邉　

億
徳

【
異
動
】

☆
常
勤
講
師
か
ら
専
任
教
諭
へ

 

数
学
科 

大
沢　

侑
祐

 

理　

科 

相
澤　

真
凛

 

英
語
科 

外
立
み
ど
り

☆
専
任
教
諭
か
ら
非
常
勤
講
師
へ

 

音
楽
科 

宮
田
由
美
子

 

英
語
科 

浜
野　

能
男

☆
常
勤
職
員
か
ら
嘱
託
へ

 

事
務
所 

笹
木　

洋
子

【
退
職
】

☆
専
任
教
諭 

英
語
科 

石
原　
　

史

☆
専
任
職
員 

事
務
所 

村
上　

怜
美

☆
常
勤
職
員 

事
務
所 

細
山　

明
子

☆
非
常
勤
講
師 

数
学
科 

加
藤　

亘
輝

 

数
学
科 

佐
藤　

思
子

 

数
学
科 

関
口　

和
正

 

社
会
科 

宮
武　

志
郎

 

音
楽
科 

結
束　

麻
紀

 

保
健
体
育
科 

山
本　

寛
子

 

保
健
体
育
科 

飯
島　

雪
江

 

英
語
科 

岩
永　

孝
幸

 

英
語
科 

直
江　

寛
子

（
松
浦 

良
知
先
生
記
）

普
連
土
だ
よ
り
　
学
校
近
況
　
　
　
百
七
十
八
信

朝
、
校
門
に
立
つ
私
に
、「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
年
○
組
で
す
」
と

名
乗
り
を
あ
げ
て
登
校
す
る
新
入
生
四

人
組
。
吹
き
出
し
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、

大
き
な
声
で
挨
拶
が
出
来
る
の
は
人
間

と
し
て
大
切
な
嗜
み
。
聖
書
の
時
間
も
、

新
入
生
た
ち
は
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
て

仕
方
が
な
い
と
い
っ
た
様
子
。
少
し
早

め
に
教
室
に
行
く
と
、「
先
生
、
腕
相

撲
し
よ
う
」
と
勝
負
を
挑
ん
で
く
る
生

徒
。
他
の
ク
ラ
ス
か
ら
戻
る
私
を
、
壁

の
陰
に
隠
れ
て
「
わ
っ
！
」
と
お
ど
か

そ
う
と
す
る
生
徒
た
ち
。
感
染
症
騒
ぎ

で
ひ
た
す
ら
忍
耐
を
強
い
ら
れ
て
き
た

反
動
で
し
ょ
う
か
。
学
校
再
生
の
秘
訣

は
、
そ
こ
が
、
生
徒
が
機
嫌
良
く
過
ご

せ
る
場
で
あ
る
こ
と
と
の
内
田
樹
の
指

摘
は
至
言
で
す
。

対
面
の
後
援
会
活
動
も
再
開
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
保
護
者
と
顔
と
顔
を
合
わ
せ

て
語
り
合
う
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
と

同
時
に
、
こ
の
二
年
で
失
わ
れ
た
も
の

校
長
室
の
窓
か
ら

風
の
音
を
聴
く

校
長 

青
木 

直
人
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谷
田
貝
常
夫
先
生
を
悼
ん
で

財
務
理
事  

大
津 

光
男

今
年
2
月
21
日
、

第
6
代
島
崎
折
江
校

長
の
甥
で
元
教
頭
の

谷
田
貝
常
夫
先
生
が

90
年
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。

先
生
は
、
東
大
美
学
美
術
史
科
を
卒

業
、
服
飾
品
卸
売
の
家
業
を
継
い
で
い

た
が
解
散
。
実
務
翻
訳
に
従
事
し
、
外

国
人
に
日
本
語
教
育
を
行
っ
た
り
『
一

ク
エ
ー
カ
ー
の
足
跡
』
英
文
原
稿
を
翻

訳
し
た
り
も
し
て
い
た
。
東
洋
大
学
国

文
科
で
教
員
免
許
取
得
後
、
1
9
8
0

年
か
ら
96
年
ま
で
国
語
科
教
諭
、
教
頭

と
し
て
、
定
年
後
も
2
年
間
講
師
と
な

り
奉
職
さ
れ
た
。
折
し
も
学
園
創
立
百

周
年
事
業
の
記
念
館
建
築
、
大
学
入
試

改
正
に
よ
る
小
論
文
指
導
、
情
報
教
育

到
来
に
対
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
、

少
子
化
対
策
一
環
と
し
て
の
高
校
非
募

集
等
々
、
時
代
の
変
革
期
に
際
し
、
自

ら
の
経
験
を
活
か
し
て
率
先
垂
範
、
現

在
に
至
る
道
を
切
り
拓
い
た
。
ま
た
、

私
立
中
高
協
会
第
二
支
部
長
と
し
て
も

学
園
の
役
割
を
果
た
し
て
下
さ
っ
た
。

◎
校
友
生
か
ら
の
追
悼
コ
メ
ン
ト

・
先
生
は
、
高
校
の
国
語
教
師
と
い
う

よ
り
も
「
教
養
人
」
と
い
う
佇
ま
い
で
、

「
日
本
語
」
の
奥
深
さ
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
あ
ま
り
勉

強
熱
心
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
唯

一
漢
字
の
書
き
取
り
だ
け
は
気
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
希
望
の
大

学
の
入
試
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
と
き
に

「
あ
ん
な
に
漢
字
が
書
け
る
の
に
ね
ぇ
」

と
な
ぐ
さ
め
（
？
）
の
言
葉
を
か
け
て

く
だ
さ
り
、
し
ん
み
り
し
た
気
分
が
一

転
、
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
笑
っ
て
し

ま
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

・（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
）
転
校
し
て

漢
字
が
全
然
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
毎

朝
漢
字
を
書
い
て
谷
田
貝
先
生
に
提
出

し
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
落
ち
こ
ぼ
れ
た
私
を
救
お

う
と
手
を
差
し
伸
べ
て
下
さ
っ
た
方
で

し
た
。
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

・
い
つ
も
ダ
ン
デ
ィ
な
お
姿
を
思
い
出

し
て
、
悲
し
い
で
す
。
先
生
が
授
業
で

さ
れ
る
雑
談
を
興
味
深
く
聞
い
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
大
人
に
な
っ
た
今
、

あ
の
お
話
が
聞
け
た
ら
ど
ん
な
に
楽
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

・
私
た
ち
が
高
校
生
の
時
、
既
に
白
髪

で
ダ
ン
デ
ィ
な
お
じ
さ
ま
と
い
う
感
じ

で
し
た
。
や
た
ち
ゃ
ん
の
小
論
文
講
座

で
書
き
方
の
コ
ツ
を
掴
め
て
苦
手
じ
ゃ

な
く
な
り
ま
し
た
。

・
高
3
の
時
、
谷
田
貝
先
生
の
小
論
文

の
個
別
指
導
が
ど
う
も
相
性
が
合
わ
な

か
っ
た
の
で
、
別
の
新
任
の
先
生
に
お

願
い
し
た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
あ

の
大
き
な
目
を
カ
ッ
と
更
に
大
き
く
見

開
い
て
、
と
て
も
悔
し
そ
う
に
さ
れ
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
子
供
な
が

ら
ち
ょ
っ
と
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た

な
ぁ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

・
高
校
の
3
年
間
、
国
語
の
授
業
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
95
回
生
の
卒
業

式
で
は
、
謝
恩
会
で
尺
八
を
吹
い
て
く

だ
さ
り
、
み
ん
な
で
驚
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
129
回
生
の
娘
も
３
年
間
息
子

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
母
娘
で
ご
縁

を
感
じ
ま
し
た
。

・
知
性
・
品
性
を
体
現
し
た
よ
う
な
方

で
し
た
ね
。
私
が
美
術
史
を
専
攻
し
た

の
は
、
先
生
の
影
響
も
多
少
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

・
数
年
前
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
で
お
会

い
で
き
た
の
が
何
よ
り
も
救
い
で
す
。

谷
田
貝
先
生
は
、
私
が
推
薦
を
い
た
だ

き
大
学
受
験
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
「
挑
戦
し
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
し

た
。

・
先
生
は
普
連
土
の
歴
史
に
と
て
も
お

詳
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
懐
か
し
く

思
い
ま
し
た
。

（
89
・
94
・
95
・
99
・
100
・
105
回
生
よ

り
の
コ
メ
ン
ト
を
抜
粋
に
て
掲
載
）

谷
田
貝
先
生
の
ご
冥
福
を

　
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。94 回生の卒業アルバムより

ソフトボール班と
尺八の演奏を披露
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◆
校
友
会
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

日
時
　
12
月
3
日
（
土
）
11
時
～

場
所
　
普
連
土
学
園
　
A
音
楽
室

ヴ
ィ
オ
ラ
、

ク
リ
ス
タ
ル

ボ
ウ
ル
奏
者

の
萩
原
薫
さ

ん
（
93
回
生
）

を
お
招
き
し
、

ク
リ
ス
タ
ル

ボ
ウ
ル
の
演

奏
に
よ
る
沈
黙
の
礼
拝
を
行
い
ま
す
。

萩
原
さ
ん
は 

東
京
藝
術
大
学
器
楽

科
卒
業
、
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修

了
の
作
曲
家
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ク
リ
ス
タ

ル
ボ
ウ
ル
奏
者
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
す
。

ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
と
は
、
シ
リ
カ
と

い
う
水
晶
の
粉
９
９
．９
％
で
作
ら
れ

て
い
る
楽
器
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト

レ
ス
の
溜
ま
る
今
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
効
果
の
あ
る
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
の

演
奏
に
よ
る
沈
黙
の
礼
拝
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
感
染
対
策
と
し
て
、

礼
拝
後
の
懇
親
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
の
行
事
も
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
に
よ
り
中
止
も
あ
り
ま
す
。
最
新
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

このページの内容についてのお問い合わせは、校友会事務局（０３−３４５１−７７００）まで。

◆
校
友
会
ミ
ニ
バ
ザ
ー

日
時
　
11
月
12
日
（
土
）
10
～
12
時

場
所
　
普
連
土
学
園
講
堂
ホ
ワ
イ
エ

今
年
度
は
、
来
校

者
を
校
友
生
に
限
定

し
た
ミ
ニ
バ
ザ
ー
と

な
り
ま
す
。

手
芸
の
会
の
手
作

り
品
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
衣
類
の
販
売

を
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
献
品
の
受
付
は
い
た
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

■
■
■
■
■
 
訃
　
報
　
■
■
■
■
■

　

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
、
心
よ
り

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

旧
職
谷
田
貝
常
夫 

21
・
2
・
21

47　

池
永　

ヒ
デ
（
吉
沢
） 

21
・
10
・
31

50　

関
岡　

公
子
（
小
泉
） 

20
・
8
・
22

52
B
小
林
ま
つ
江
（
松
波
）	

20
・
2
・
27

53　

千
田　

孝
子
（
木
本
） 

22
・
4
・
20

54　

村
田　

逸
子 

21
・
9

55　

黒
部　

久
子
（
山
田
） 

21
・
12
・
21

56
B
本
多　

サ
ク

58　

松
重　

晴
子
（
釣
谷
） 

21
・
12
・
4

63　

藤
沢
み
ず
え
（
田
中
）

63　

板
橋　

京
子
（
堀
田
） 

20
・
12
・
31

64　

安
藤　

節
子
（
溝
口
） 

22
・
3
・
2

66　

亀
岡　

裕
子 

22
・
1
・
2

66　

小
宮　

朝
子 

22
・
4
・
13

67　

水
野　

充
美
（
森
本
） 

21

69　

高
橋　

照
子
（
東
海
林
） 

22
・
3
・
13

73　

頼　

喜
久
子
（
森
） 

22
・
1
・
11

75　

荻
野　

順
子 

22
・
1
・
29

80　

速
水
美
智
子
（
小
泉
） 

21
・
8
・
24

81　

赤
木
ま
き
子
（
真
田
） 

22
・
5
・
9

85　

塙　
　

節
子
（
田
沼
） 

21
・
9
・
23

86　

伊
藤　

麻
里
（
井
門
） 

21
・
9
・
20

101　

青
木
麻
理
子
（
根
本
） 

21
・
9
・
15

校
友
会
よ
り
、
お
花
と

お
悔
や
み
カ
ー
ド
を
お

送
り
し
ま
し
た
。

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
。

校
友
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
校
友
会
か
ら
の
お
願
い

校
友
会
で
の
今
後
の
運
営
や
事
務
作

業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
た
め
、
お

手
伝
い
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛
生
活
も
そ

ろ
そ
ろ
元
の
生
活
に
戻
り
始
め
、
学

園
も
活
気
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
今
回
の
訃
報
の
中

に
、
2
月
に
谷
田
貝
恒
夫
先
生
、
4

月
に
評
議
員
、
副
会
長
・
出
版
委
員

と
し
て
長
い
間
校
友
会
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
千
田
孝
子
さ
ん
、
5
月
に

3
年
前
ま
で
副
会
長
と
し
て
活
躍
な

さ
っ
た
赤
木
ま
き
子
さ
ん
の
お
名
前

が
。
皆
さ
ま
普
連
土
の
た
め
熱
心
に

ご
奉
仕
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心
か
ら

の
感
謝
と
と
も
に
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

（
入
江
・
森
本
・
冨
山
・
渡
邉
・
白
井
・

山
田
・
川
上
）

校
友
会
だ
よ
り


